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1. はじめに 

現在の海岸線は直立港湾構造物で覆われており，生息生物の単一化と，それ

に伴う海の自濁作用が高まる問題が発生している 1)．国土交通省による港湾事

業のグリーン化 2)が進められる中，直立港湾構造物や防波堤を経済性と環境の

両方に配慮したものに改良できるかが課題とされている．兵庫県阪神港尼崎地

区における従来の研究では，ワカメ(Undaria pinnatifida)を湾内に繁茂させる

ことによって，富栄養化した海から栄養塩を回収できるとされており 3)，ワカ

メを繁茂させる技術として，化学繊維材料を護岸に設置するという手法が示さ

れている 4)．しかしながら，化学繊維材料の素材，形状によっての効果の差異

と，藻場造成以外の機能に関しては未だ明らかにされていない．本研究では，

化学繊維(図 1)のワカメ藻場形成機能の検証と，化学繊維の持つ新たな機能の

検証を行った． 

2. 調査方法 

兵庫県阪神港尼崎地区おいて 2009年 6月に設置したビニロン繊維およびポリエステル繊維と 2010年 6月に

設置したビニロン繊維を対象に，定期的にモニタリング調査を行った．調査期間は 2010年 7月から 2011年 2

月の間で行い，繊維と周囲壁面に付着する主な生物相について，目視観察を行った．評価項目として，壁面と

化学繊維の付着生物相とその被覆率，化学繊維の形状特性と付着生物の付着模様，ワカメの被覆率および発芽

数とその藻長．以上の目視観察の結果と多項目水質計を用いた水質調査も同時に行う．設置した化学繊維はい

ずれも，大阪府岬町小島漁港において意図的にワカメの胞子を定着させたものを用いた．また，2009年度に設

置した繊維は 2010年度もそのまま設置した状態で 2年目の観測を行った． 

3. 調査結果・考察 

3.1. ワカメ藻場造成 

 図 2 は 2011 年 1 月におけるビニロン繊維(2009

年，2010 年設置)のワカメの繁茂状況を被度で示し，

水深ごとの差異についても示した．壁面およびポリ

エステル繊維に着目すると，ワカメは確認できなか

ったが，ビニロン繊維(2009 年，2010 年設置)上に

はワカメが付着，生育していることが確認できた．

これは，ビニロン繊維が海中において細かく揺動す

ることがワカメの胞子の定着に有利 4)という従来

の知見に一致する． 

また，水深が深くなるにつれて，ワカメの被度が大きくなっていることが確認できた．これは，水深が浅い

ところほど潮汐と波の影響を受けやすく，ワカメの干出や護岸壁面に打ち付けられることによって生長を阻害

0

5

10

15

20

25

30

35

40

2009
ビニロン

2009
ビニロン

2009
ビニロン

2010
ビニロン

2010
ビニロン

ポリ
エステル

2010
壁面

ワ
カ
メ
被
度
(%
)

DL-0.5m DL-1.0mDL-0.5m DL-1.0m DL-1.5m

図2 ワカメ繁茂状況(2011年1月)
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されたためと考えられる．このことより，当環境では化学繊維は DL-1.5m 程度の水深帯に設置することが望ま

しいと思われる． 

 また 2009 年設置のビニロン繊維では，2 年目にもワカメが定着していることが確認された．1 年目は人為的

にワカメの胞子を定着させていたが，2 年目は全く自然に尼崎湾内の胞子が付着し，ワカメが生長したもので

ある．これらのことから，ビニロン繊維上ではワカメが自立的に藻場を形成することも可能であることが期待

できる． 

 3.2. 化学繊維上の付着生物相 

 図 3は 2010年 12月における各化学繊維上で確認された付

着生物相を被度で示したものである．まず，壁面ではカンザ

シゴカイ科(Hydroides ezoensis)の生物が優占していた．そ

の一方，化学繊維上ではカンザシゴカイ科の付着は少なく，

各化学繊維で異なった生物相が確認された．このように，化

学繊維ではその材質，形状によって異なった付着生物相を形

成させることができ，護岸壁面周辺の生物多様性を向上させ

ることも可能であることがわかった． 

3.3. 魚類の化学繊維利用 

夏場の観察結果では，カサゴがビニロン繊維

に寄り添うようにしているのが確認された．図

4 に底層とビニロン繊維設置水深の DO，確認さ

れたカサゴの個体数の関係を示す．底生魚類で

あるカサゴは底層の貧酸素時(DOが 3mg/l以下)

に，貧酸素化していない表層にまで避難してき

ていることがわかる．カサゴは通常，底層付近

の岩場の陰などに潜む習性があり，表層で確認

されるのはまれなことであるため，壁面に設置

した繊維は底層での環境悪化に対する一時避難

場として機能することがわかった． 

4. まとめ 

1)ビニロン繊維を設置することによって，自立的にワカメ藻場を創出させること，2）化学繊維には，護岸壁面

に付着する生物相とは異なった生物相を形成させること，3)底層の貧酸素時に底生魚のカサゴがビニロン繊維

を避難場所として利用していること．以上の 3つが今回の調査で繊維の効果として期待できることがわかった． 
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図3 化学繊維付着生物相(2010年12月)
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